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広尾館だより

広尾館・大宮館の
最新情報は

図書館HPまで

日本赤十字看護大学図書館 広尾館

新しい年を迎えました。皆さんにとって図書館はどのような場所でしょうか。文献を調べたり、
学習したりはもちろん、時にはひとりで静まったり、立ち止まって思索を深めたり・・・。

最近は、患者さんが利用できる図書スペースがある病院も増えてきました。電子化が進む中、私たちに
とって図書館が、本を通してさまざまな人に出会い、自分自身とも出会える場所であれば素敵ですね。

冬号（Vol.40：２０２5年１月発行）

学生Web選書
を開催しました。

紀伊国屋POP
TBC活動報告

2024年11/18～11/25の期間で学生
Web選書を開催しました。Web上から
欲しい本を選べるので、自分の都合に合
わせて、ネットがつながればどこからで
も気軽に参加が出来る魅力があります。

TBCメンバーのおすすめの書籍が12月
2日（月）～12月15日（日）の期間、
紀伊國屋書店新宿本店にてPOPととも
に展示されました。

この本は、チェルノブイリ原発事故による放射線汚染で白血病を患った少年と日本人
看護師の交流を描いた物語です。少年が「パイナップルが食べたい」と願った言葉を胸
に、看護師は極寒の地を何日もかけて果物を探し歩きます。この誠実な行動が、少年の
母親の心に深く刻まれ、看護師への感謝の気持ちを抱き続けました。

大学生になった今、この本を読み返し、日本の医療技術がいかに進歩しても、患者に
寄り添い心から尽くす姿勢こそが医療の根本であると改めて感じました。高校生の時に
著者の鎌田實先生の講義を受けたことがあり、「なぜ人は誰かのために生きるのか」と
いう問いを受けたことを思い出しました。この本を通し、不条理で混沌とした現代社会
の中でも、目の前の人に優しく接することの大切さを考えさせられます。

この本は、中学校の教科書にも掲載されているため、とても読みやすい一方、大人に
なって読むとさらに深い気づきを得られる一冊です。私も小学生の時に学校の先生に紹
介していただき、夢中になって読んだ思い入れのある本です。
興味のある方はぜひ読んでみてください。 （TBCメンバー学部３年K・T）

『雪とパイナップル』 著者：鎌田實（集英社） 登録番号0106134
請求記号543/K

https://www.redcross.ac.jp/research/library/


年間貸出  ランキング
2024年(1月～12月)学生選書コーナー

毎年恒例の年間貸出ランキング！ 今年は人気の高い学生選書コーナーか
ら上位のものを発表いたします。ランキングに載っていないものも人気の作品が多数

ありますので是非学生選書コーナーをご覧ください！

世界図書館探訪

Institut de Formation en Soins Infirmiers Croix-Rouge Française Paris 

★さまざまな国の図書館を紹介する世界図書館探訪。
第3回はフランス赤十字看護学校パリ校です。
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